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研究成果の概要（和文）：本研究では，①基本的属性や心身の健康状態を調整しても，運転継続者に対し運転を
停止した者で要介護状態になるリスクが2倍高いこと，②運転停止後の高齢者は，買い物環境がよくないことが
活動性の減少に関連があること，公共交通や自転車の利用が活動性の維持に良いこと，③高齢者の活動性とその
後の介護費用データを用いた分析の結果．活動性の低い高齢者はその後の介護費用が高くなることを明らかにし
た．
　

研究成果の概要（英文）：This study revealed that: (1) After controlling for covariates and control 
variables, Driving cessation is associated with an increased risk of functional limitations among 
older adults. (2) Shopping environment and use of public transportation and bicycle were related to 
activity of older adults who voluntarily surrendered their driver's license. (3) Cumulative LTCI 
costs significantly decrease with activity after adjustment for baseline covariates, including 
physical function and depression. 

研究分野： 社会疫学，地域計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の結果から，運転停止は高齢者の活動性低下のリスクを高めると考えられるが，公共交通等の環境要因
により活動性の低下を抑制できる可能性があることが示された．活動性と介護費用の関連が明らかになったこと
で，高齢者の活動性維持のための公共交通の整備等への政策を抑制できる介護費用によって評価することが可能
になった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 身体・認知機能が低下した高齢者の運転免許返納が進められてきているが．生活利便性の低い
地域では運転を停止した高齢者の活動性が低下し，健康を喪失する可能性があると考えられる．
高齢者の免許返納を促し，運転停止後の健康の喪失を防ぐためには，公共交通サービスの充実，
買い物環境の改善が必要だと考えられるが，その根拠となるような研究の蓄積はまだ十分でな
い．  
 
２．研究の目的 
本研究では縦断研究により，高齢者がどのような要因で運転を停止するのか，運転継続・停止

によって高齢者の活動性・健康にどのような影響を与えうるのかを，健康・機能状態等の個人レ
ベル，運転環境・生活環境等の地域レベルの支援的環境を考慮しつつ明らかにし，運転停止後の
活動性低下予防のための示唆を得ることを目的とする． 
 
 
３．研究の方法 
2019 年 11 月に愛知県の１自治体に居住する要介護認定を受けていない高齢者 4000 名に郵送

調査を実施した．このデータと既存データ，介護保険関連データを結合し，①運転停止と要介護
発生の関連の検討，②運転停止者の活動性低下に関連する環境要因の分析，③高齢者の活動性と
その後の介護費用の関連を検討を行った． 
 
４．研究成果 
運転を停止した高齢者と継続した高齢者を追跡し要介護状態への移行または死亡しやすさに

おける違いを検討した分析を行い，基本的属性や心身の健康状態を調整しても，運転継続者に対
し運転を停止した者で要介護状態になるリスクが 2倍高いことを示した（図１）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 運転継続・中止と要介護状態になるリスク 
 

 運転停止者の活動性低下に関連する環境要因の分析では，2時点の調査データを用いたパネル
データを用いた分析を行った．個人の心身の健康・機能状態以外に，運転停止後の交通手段，居
住地の買い物環境に注目して検討を行った．分析の結果，買い物環境がよくないことが外出頻度
と歩行時間の減少に正の関連があることが明らかになった．また，公共交通や自転車の利用が外
出頻度と歩行時間の維持に良いことが明らかになった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図２ 高齢者の活動性とその後の介護費用 
 高齢者の活動性とその後の介護費用の関連を検討する分析では，調査回答者 38875 名を約 6年



間追跡して介護費用を算出した縦断データを用いた．活動性の指標として外出頻度と 1 日の平
均歩行時間を用いた． 
分析の結果，ほぼ毎日外出している者に対し，外出が週 1回以下の者は介護費用が 7万円高いこ
とがわかった．また平均歩行時間が 60 分以上の者に対し，30 分未満の者は介護費用が 11 万円
高いことがわかった（図２）． 
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